
　
　
　
第
十
四
稔
　
　
翻
　
　
三

江
の
立
論
は
、
世
に
黒
船
の
渡
來
、
公
武
關
係
の
破
綻
の
撫
き
は

幕
府
崩
壌
の
原
m
四
で
は
な
く
、
僅
か
に
其
の
一
の
機
會
を
輿
へ
た

も
の
で
あ
る
ε
．
説
く
も
の
が
あ
る
け
れ
励
こ
も
、
維
新
の
政
塗
は
黒

離
の
歴
戦
に
矯
眺
め
た
る
識
者
が
主
ミ
し
て
建
治
的
に
他
國
の
侵

害
か
ら
免
れ
ん
「
こ
す
る
國
家
擁
護
の
蓮
動
で
あ
っ
た
。
穿
っ
て
明

治
維
新
は
纏
濟
歌
態
の
醇
化
に
件
ふ
就
會
動
因
の
外
に
、
猫
立
し

て
行
は
れ
た
政
治
蓮
動
を
基
調
・
こ
せ
る
も
の
ざ
見
…
傲
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
師
ち
夫
れ
は
黒
船
の
渡
來
に
端
を
卜
し
、
王
政
復
古
、
慶
藩

置
縣
に
一
殺
落
を
告
げ
た
政
断
で
あ
っ
た
。
然
る
に
王
政
維
新
を

論
ず
る
者
、
概
ね
そ
れ
を
以
て
全
然
纏
濟
上
の
事
歯
に
墓
つ
く
も

の
ε
な
し
、
途
に
生
け
る
維
新
の
精
紳
を
没
却
せ
る
は
不
霞
然
に

し
て
且
つ
偏
狡
な
る
観
察
で
あ
る
一
こ
詮
い
て
あ
る
。
巻
末
に
維
新

輿
研
究
の
参
考
書
－
こ
詳
細
な
る
索
引
を
附
し
て
あ
る
の
は
護
者
に

，
こ
っ
て
至
便
で
あ
る
（
四
六
版
二
六
四
頁
、
東
京
ロ
ゴ
ス
書
院
護
行

儂
九
五
銭
）
∩
松
野
〕

　
　
翻
郷
歌
及
び
吏
護
の
研
究

　
　
　
（
京
城
帝
動
的
學
法
文
學
部
紀
要
第
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
獄
城
蝋
撒
隙
敏
蝦
　
小
倉
進
李
著
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四
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十
撒
年
越
、
綱
鮮
語
の
歴
心
的
研
究
に
三
頭
し
て
來
た
著
者
の

努
力
の
結
晶
で
あ
る
。
第
一
編
に
於
て
は
新
羅
時
代
の
歌
講
で
あ

る
郷
歌
の
研
究
、
第
二
編
に
湿
て
は
新
羅
時
代
に
創
鯛
さ
れ
て
場

面
．
公
文
書
等
に
使
用
せ
ら
れ
た
吏
讃
の
研
究
を
説
窮
し
、
簾
三
編

に
於
て
は
以
上
の
研
究
に
直
接
關
係
あ
ゑ
，
母
音
調
和
凱
「
醤
擁
夫

の
憂
遷
」
「
謙
譲
の
助
動
詞
・
の
愛
遷
」
に
關
す
る
論
文
を
添
へ
て
る

る
。
本
書
は
順
当
の
希
求
す
る
襟
に
、
新
羅
時
代
の
言
語
の
一
班
及

び
新
羅
時
代
の
言
語
ミ
後
世
の
そ
れ
・
こ
の
關
係
の
一
般
を
窺
ふ
べ

き
資
料
た
る
に
論
勿
く
、
歴
史
家
が
、
殊
に
朝
鮮
古
代
文
化
の
研
究

者
に
ミ
っ
て
は
最
も
感
謝
す
べ
き
礎
石
を
與
へ
る
も
の
で
あ
ら
フ

著
者
の
努
力
に
依
て
解
讃
を
可
能
に
し
た
嬬
歌
二
十
五
酋
は
纏
民

族
の
有
し
た
素
朴
な
懸
愛
、
敬
嘆
な
法
悦
の
心
境
を
和
か
な
姿
で

示
し
て
み
る
。
こ
れ
に
依
て
三
楽
史
記
、
三
國
遺
事
等
の
記
録
に

よ
っ
て
示
さ
れ
る
も
の
以
上
に
沈
潜
し
て
彼
の
古
代
精
聯
の
本
質

に
鰯
れ
る
事
が
出
來
る
。
著
者
の
困
難
こ
し
て
み
る
所
で
は
あ
る

が
、
佛
教
漢
雛
の
影
響
を
蒙
れ
る
も
の
ミ
然
ら
ざ
る
も
の
、
純
纏

に
韓
民
族
岡
有
の
も
の
ミ
支
那
文
化
の
影
響
を
受
け
た
も
の
，
こ
が

明
輝
せ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
謹
選
的
配
列
が
可
能
に
さ
れ
る
な
ら
ば



朝
鮮
史
研
究
考
に
、
こ
っ
て
は
一
台
幸
便
で
あ
ら
う
が
。
（
四
六
催
版

五
九
八
頁
、
京
城
前
町
商
店
出
版
部
獲
責
）
〔
布
村
ロ

　
　
⑱
風
食
南
北
溢
の
方
言
　
文
學
博
士
小
倉
進
李
著

　
京
城
帝
國
大
風
法
文
學
部
研
究
調
査
冊
子
の
第
一
集
で
あ
る
。

先
づ
調
査
地
方
の
政
治
的
沿
革
を
顧
慮
す
る
事
に
よ
っ
て
漢
の
四

面
時
代
に
土
語
の
外
支
那
語
が
公
用
語
S
し
て
胴
ひ
ら
れ
た
る
べ

き
事
七
百
年
に
亙
る
高
勾
麗
統
治
の
結
果
そ
の
系
統
の
冨
語
の
残

存
す
べ
き
事
高
麗
朝
に
後
縁
眞
語
の
影
響
あ
り
し
な
ら
ん
等
の
推

察
を
試
み
こ
の
見
地
よ
り
音
韻
、
語
法
、
語
彙
等
に
つ
き
そ
の
分

窟
系
嫡
嫡
を
調
査
せ
る
も
の
に
し
て
茸
、
間
上
述
の
顛
き
推
察
を
實

慶
す
る
も
の
が
あ
っ
て
興
醸
が
あ
る
。
（
菊
版
五
七
頁
、
京
城
帝
國

大
　
學
敢
行
、
〔
肥
後
〕

　
　
灘
根
縣
史
八
灘
暁
蟹
集
島
根
縣
學
務
都
編

　
本
書
は
、
咋
年
五
月
萬
版
さ
れ
た
第
七
巻
の
尼
子
毛
利
時
代
史

を
完
結
し
論
い
τ
藩
政
峙
代
に
及
べ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
先
づ
尼

子
晴
久
、
同
義
久
、
次
に
毛
利
彫
塑
及
輝
元
の
事
蹟
を
詳
蓮
し
、

其
後
に
當
時
の
産
業
、
内
外
の
通
商
、
著
名
な
る
性
毛
の
事
を
設

き
、
最
後
の
藩
政
時
代
の
章
は
僅
か
に
堀
尾
氏
初
代
の
事
に
留
め

　
　
第
十
四
巷
　
　
紹
　
　
介

て
あ
る
。
前
巻
－
こ
圃
様
に
多
数
の
古
文
書
を
引
用
し
て
複
罪
な
る

當
時
の
史
實
を
詳
叙
し
て
あ
る
が
｝
就
中
大
森
銀
山
の
璽
奮
の
事

を
記
せ
る
所
に
此
の
銀
山
は
産
、
銀
の
多
額
な
る
を
煮
て
前
に
大
内

尼
子
爾
氏
、
後
に
尼
子
毛
利
爾
氏
か
之
を
雫
奪
し
て
己
が
金
穴
ε

下
し
た
、
毛
利
立
敵
は
弘
治
二
年
に
此
の
銀
山
を
領
有
し
永
緑
元

年
に
尼
子
氏
に
奪
還
さ
れ
た
が
、
同
二
年
に
彼
が
至
親
町
天
皇
の

御
町
位
御
料
唱
こ
し
て
銀
五
十
九
貫
齢
を
献
納
し
た
の
は
金
く
此
の

漁
舟
を
探
掘
し
て
置
い
た
に
依
る
も
の
で
あ
る
事
を
述
べ
、
叉
康

業
の
章
で
は
其
頃
の
物
償
、
租
物
、
銀
面
、
製
鐵
，
こ
鐡
工
業
の
事
を

調
査
し
、
内
貸
魚
商
の
章
で
は
此
地
方
の
重
要
商
品
は
鐵
で
あ
っ

て
、
宇
土
港
に
て
北
國
船
囲
州
但
州
船
は
五
指
を
小
野
氏
に
納
め

尼
子
家
よ
り
免
許
の
印
判
を
得
た
船
は
其
の
印
判
役
を
小
野
氏
が

黒
煙
し
て
之
を
尼
子
家
に
進
聾
し
た
事
、
こ
れ
ら
の
船
が
寄
港
通

商
を
な
す
に
は
問
屋
が
必
要
で
あ
っ
た
事
を
蓮
べ
、
外
國
修
交
通

商
の
章
で
は
餌
雲
國
守
京
極
持
清
が
朝
鮮
、
こ
通
交
し
た
事
、
出
雲

に
於
け
る
通
商
港
は
美
縁
關
ミ
宇
龍
ざ
で
あ
っ
て
殊
に
宇
龍
で
は

尼
子
時
代
に
最
も
盛
に
行
は
れ
、
唐
潔
の
舟
役
は
小
野
家
の
領
す

る
所
で
あ
っ
た
勲
等
を
述
べ
て
あ
る
の
は
経
濟
、
通
商
史
方
面
の
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